
 

【一貫１ 練馬区立小中一貫教育校 みらい青空学園】 
令和８年度 学力向上に関する全体計画 

【都教育委員会の教育目標】 
・互いの人格を尊重し、思いやりと規範
意識のある人間 

・社会の一員として、社会に貢献しよう
とする人間 

・自ら学び考え行動する、個性と創造力
豊かな人間 

【練馬区教育･子育て大綱教育分野目標】 
・夢や目標をもち、困難を乗り越える力
を備える子どもたちの育成 

 学校の教育目標 
共生社会の実現に向けて、人権尊

重の精神を基調とし、地域と共に
小中一貫教育９年間で「知・徳・
体」の調和のとれた人間性豊かで

創造性あふれる児童生徒の育成
を目指す。 
【知】主体的に学び探究し、自ら

の考えを広げ深め る人 
【徳】自他の人権を尊重し、思い

やりの心をもって  行動

する人 
【体】心身ともに磨き、気力・体

力の向上に努める人 

 【保護者・地域の願い】 
・他者理解に努め、お互いを尊重し認め
合う心と態度の確立 

・何事にも主体的に取り組み、自己実現
を目指す自立した個人の確立 

・地域・社会の一員としての自覚をもち、
自ら社会に参画しようとする態度の確
立 

【教師の願い】 
・確かな学力の向上 

・豊かな心の育成 

・健康な心身の育成 

  

↓ 

目 指 す 児 童・生 徒 像 
(1) 探究心と創造力をもち学び続け、自らの考えを伝えられる人 (2) 自己実現に向けあきらめず努力し続ける人 
(3) 挨拶・言葉遣いの美しい人                (4) 自他ともに大切にする思いやりのある人 
(5) 礼節をわきまえ、感謝をする気持ちが伝えられる人     (6) 心身ともにたくましく鍛え、生きぬく力を備えた人 
(7) 人と社会と共に生きることのできる人 

↓ 

各教科の指導の重点  

 

 

→ 

確 か な 学 力  

 

 

← 

道徳教育の指導の重点 

・主体的な学習態度の

育成 

・基礎基本の定着 

・探究的な学びの充実 

・個に応じた指導の充

実 

・小学校における一部

教科担任制の導入 

児童生徒一人一人の個性と特性を伸ばす教育活動を推進し、豊か

な心をもち、主体的に学び、行動できる「生きる力」を育成する。 
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 基礎的･基本的な学力 
 

各教科等の特質に応じた言語活動を充実させるとともに、個に応

じたきめ細やかな指導を実施し、基礎・基本の定着を図る。 

・道徳的心情・判断力・実践

意欲と態度の育成 

・特別支援学級設置校とし

ての交流教育の推進 

・人間尊重の精神ならびに

生命尊重の心の育成 

・考え、議論する授業の展開 

  

 

 

 

→ 

 

総合的な学習の時間

の指導の重点 

 

 

 

← 

特別活動の指導の重点 

・自ら課題を見付け、 

自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、よ

りよく問題解決する

資質や能力の育成 

・探究的な学びの充実 

・心身の調和のとれた発達

と個性の伸長 

・集団や社会の一員として

より良い生活を築こうと

する自主的、実践的な態度

の育成 

・実践的活動の充実 
                 ↑                               ↑ 

キャリア教育の指導の重点 

 
生活指導の重点 

・９年間の指導計画に基づく、組織的・ 

継続的な指導 

・職業調べ、職場体験などを通して、望 

ましい勤労観、職業観を育成 

・進路選択能力、自己実現能力の涵養 

・基本的生活習慣の確立 

・規範意識、道徳的実践力の育成 

・より良い人間関係づくり 

・心の教育の推進 

・教育相談体制の充実 

   

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 
指導内容・指導方法の 

工夫 
教育課程編成上の工夫 

校内における 

研究や研修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域社会との 

連携の工夫 
小中一貫教育の視点 

①基礎的・基本的な

内容の定着 

②主体的な学習態

度の育成 

③習熟度別少人数

授業の更なる工

夫・改善 

④ＩＣＴ機器の活 

用 

①授業時数の確保 

②各教科、道徳、総

合的な学習の時

間、特別活動の相

互の関連性 

③三学期制の充実 

④教科等横断的カ

リキュラムの研

究 

①「指導力を向上さ

せる」をテーマと

した授業研究の

実施 

②評価・評定に関す

る研修 

③教員相互の授業

見学などＯＪＴ

の推進 

①通知表の改善・工 

夫 

②３観点を一体的

に見取る評価の

研究 

③学力調査結果の

活用 

①授業における地

域人材（近隣大学

生）の活用 

②学校関係者評価

の活用 

③学校公開や保護

者会の充実 

①校区別協議会の

活用 

②不登校支援の充 

実 

③地域未来塾を活

用した小学校で

のつまずきの発

見とフィードバ

ック 
 


